
政府の支出（公共サービスや事業）は通貨発行（0から）
このお金は100%民間に回ります

ところが政府支出を出し渋り、世の中（身体）に回る
栄養を減らしながら消費増税などの

国民負担を増し続けた

賃金が減り
貧乏になってきて
モノやサービスを
買う余裕が

なくなってきました

国家予算（栄養）を減らされ
教育も技術も安全安心もダメになってきている

政府が適正に
お金を使わない
そして増税（下剤）、
血（お金）の巡りが悪くなる

政府の支出（お金を0からつくる）が先で
税金は後なのに政府がアクセルを踏もうとしない

だんだん頭も
働くなってきた

各々の臓器（企業・地方自治体）の
働きも悪化

働く人々の意欲もなくなり
お金がないから結婚する若い人も

減ります（少子化）

過去30年の日本（不景気・デフレ）

「もっと排泄（
増税）しろ～！

」

政府の仕事は
もっと小さくしよう！
（間違い）

国（身体）が縮んで貧しくなって
人の心も縮んで国民や
会社の能力も衰えてしまう

モノやサービスをつくる
能力もおとろえる

売れないので企業は投資しない
（お金が生み出されない）

真面目に働いても
政府がお金をうばって
消してしまうので
もう体力の限界だ～

消 

費 

増 

税

政府は栄養失調患者に下剤を飲ませ
排泄（増税）を促進


